




























    =>  太陽磁気活動望遠鏡 (SMART) 
       (25cm, 20cm 屈折望遠鏡４本) 
    =>  フレア監視望遠鏡 (FMT) 





    =>  ドームレス太陽望遠鏡 (DST)  
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1 X-class flare 
16 M-class flares 
 2007年末まで 
68 C-class flares 
         2007年５月末まで 
18 
Filament list 
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Active events のムービー 
21 
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Ca II H 線周辺 
分光画像 
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  IUGONET検索サーバに 2005年6月〜2010年12月 のみが登録されて 
  いるので、現段階ではその期間の実データだけが検索・ダウンロード 
  の対象となる。） 












                ↓ 
38 




THEMIS> timespan,’2005-08-03/05:00’, 0.5, /hour 
THEMIS> iug_load_smart,filter=‘p00’ 
（これでHα線中心で撮影した上記時間帯の画像実データが 







（変数名 smart_t1_p00 と smart_t1_m08 が表示されるはず） 
 
THEMIS> plot_iug_smart,’smart_t1_p00’,4,4 
（Hα線中心画像の内、最初の ４×４＝16枚 が表示されます。） 
 
THEMIS> movie_iug_smart,’smart_t1_p00’ 
（指定時間帯のHα線中心画像のムービーを確認できる。） 
THEMIS> movie_iug_smart,’smart_t1_m08’ 
（指定時間帯のHα線-0.8Å画像のムービーを確認できる。） 39 
plot_iug_smart,’smart_t1_p00’,4,4 の例 
（時刻表示にバグあり。近日中に改訂しておきます） 
40 
将来はフィラメント
の噴出速度等を出来
る限り自動的に導出
できるようなIDLプ
ログラムをUDAS用
に用意できると理想
的であると考えてい
る。 
41 
終 
42 
